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健康づくりに活用できる栄養調査方法の開発と妥当
性の検討







































( 1 )学会誌発表 (発表者名，テーマ名，学会誌名，巻号，年月日)
1)千葉良子，岡山明，喜多義邦 他:新しく開発した定量的な食品摂取頻度調査法
(量・頻度法)についての妥当性の検討. (発表予定)
































































































































































(0.530)、肉類 (0.406)、菓子類 (0.487)、アルコール類 (0.835)で有意な相関が示さ
れrの値は大きくなった。特に油脂類ではエネルギー変換後に有意な相関 (0.398)が示さ








































































































類 122g、肉類64g、穀類310g、油脂類 17gであった。 24時間思い出し法では、牛乳・乳製

















食品群では、牛乳 (0.354)、魚介類 (0.460)、肉類 (0.388)、淡色野菜 (0.371)、果
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人数 64 64 
エネルギー (kcal) 1817 +538 2258 +554 *** 1.24 
タンパク質 (g) 63.9土21.4 85.1 +27.5 *** 1.33 
脂質 (g) 42.8土22.9 53.6土20.8 1.25 
糖質 {g2 266.5 +83.3 319.4 +90.5 *** 1.20 
エネルギー比率
タンパク質 (%) 14.2 +3.6 15.1 +2.9 * 1.06 
脂質 (%) 20.8 +8.1 21.4 +6.1 1.03 
糖質 (%) 59.3 + 10.4 56.6 +8.6 * 0.95 
食品群別摂取量
牛乳・乳製品 (g) 112 +135 153 + 121 * 1.37 
卵類 (g) 18 +28 28士18 * 1.56 
魚貝類 (g) 69土71 122 +74 *** 1.77 
肉類 (g) 57 +67 64土50 1.12 
大旦・大豆製品 (g) 61 +83 127 +78 *** 2.08 
緑黄色野菜 (g) 78 +90 201 +142 *** 2.58 
淡色野菜 (g) 148 +99 148 + 115 1.00 
芋類 (g) 26 +46 47 +35 * 1.81 
果物類 (g) 86 +129 143 +106 *** 1.66 
穀類 (g) 262 +101 310 +110 *** 1.18 
砂糖類 (g) 8土9 19土18b) 
菓子類 (g) 24 +48 23 +34 0.96 
晴好飲料 (g) 161 +222 b) 
油脂類 (g) 16 + 15 c) 17 +9 
アルコール(日本酒合) 0.48 +0.76 0.39 +0.58 0.81 
*pく0.05 **pく0.01 ***pく0.001
a) 2 4時間思い出し法に対する量・頻度法の割合
b) 砂糖類に算入したロ c) 種実を含む。
表2.栄養調査法別の栄養素摂取量・栄養比率
24時間思い出し法 量・類度法有意差割合~ 24時間思い出し法 量・頻度法有意差割合~
性別 男性 女性
人数 33 33 31 31 
エネルギー (kcal) 1983土539 2423 + 565 *** 1.22 1640 +485 2081 +492料 1.27 
タンパク質 (g) 68.8土17.0 88.4 + 28.4 *** 1.28 58.6 +24.4 81.5 +26.4料 1.39 
脂質 (g) 43.1 +23.8 52.9 +20.5 1.23 42.5 +22.3 54.5土21.4 1.28 
糖質 (g) 284.8土84.7 343.7土98.3*** 1.21 247.0土78.4 293.5土74.4** 1.19 
エネルギー比率
タンパク質 (%) 14.3土3.9 14.6土3.0 1.02 14.1 +3.4 15.5 +2.8 * 1.10 
脂質 (%) 18.9 +7.7 19.5土5.8 1.03 22.7 +8.1 23.1 +5.9 1.02 






エネルギー 0.308 * 
タンパク質 0.265 * 0.570 *** # 
脂質 0.192 0.518 *** # 
糖質 0.532 *** 0.608 *** 
牛乳・乳製品 0.354 ** 0.544 *** 
卵 0.055 0.090 
魚介類 0.460 *** 0.530 *** 
肉類 0.388 ** 0.406 ** 
大旦・大旦製品 0.094 0.165 
緑黄色野菜 0.089 0.170 
淡色野菜 0.371 ** 0.240 
芋類 0.122 0.204 
果物類 0.477 *** 0.438 *** 
穀類 0.643 *** 0.505キ**
砂糖類 0.073 0.071 
菓子類 0.390 ** 0.487 *** 
油脂類 0.227 0.398 ** 
アルコーJレ類 0.833 *** 0.835 *** 
N=64 *pく0.05 ** pく0.01 ***pく0.001
#無変換とエネルギ一変換の相l刻変数に
pく0.05で有意差のあったことを不す。
図1-2 4時間思い出し法の値で対象を 3等分したときの 24時間思い出し法と量・頻度法の平均値の分布
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表4 ー国民栄養調査成績を、対象の性・年齢に補正
男 女 全体
人数 33 31 64 
栄養素摂取量
エネルギー (kcal) 2219.2 1838.0 2092.0 
タンパク質 (9) 85.7 71.6 81.1 
うち動物性 (9) 44.3 36.6 41.7 
脂質 (9) 55.3 50.1 54.3 
うち動物性 (9) 27.1 22.9 25.8 
炭水化物 (9) 304.9 268.5 295.6 
カルシウム (m9) 539.9 521.3 547.2 
鉄 (m9) 11.5 10.4 11.3 
食塩 (9) 13.2 12.2 13.1 
エネルギー比率
タンパク質 (%) 15.4 15.6 15.5 
脂質 (%) 22.4 24.5 23.4 
炭水化物 (%) 55.0 58.4 56.5 
合計 (%) 92.8 98.5 95.4 
穀類エネルギー比 (%) 46.9 45.0 46.0 
動物性タンパク質比(%) 51.6 51 .1 51.4 
食品群別摂取量
穀類 (9) 331.2 275.5 304.2 
芋類 (9) 46.6 53.4 49.9 
砂糖類 (9) 10.5 11.7 11 .1 
菓子類 (9) 9.5 25.7 17.4 
油脂+種実 (9) 17.7 20.0 18.8 
油脂類 (9) 16.6 17.6 17.1 
豆類 (9) 78.0 61.6 70.1 
果実類 (9) 115.8 188.7 151 .1 
緑黄色野菜 (9) 78.6 99.9 88.9 
淡色野菜総量 (9) 155.0 178.4 166.3 
調味噌好飲料 (9) 320.4 104.7 215.9 
魚介類 (9) 117.7 91.7 105.1 
肉類 (9) 58.0 56.6 57.3 
卵類 (9) 48.2 43.4 45.9 


















101 朝 杯/w g/杯
102 昼 杯/w g/杯
103 タ 杯/w g/杯
Q 次のパンを、 1週間にどのくらい食べていますか?
121 食パン(ロールパン、フランスパシ) 国/w g/回
122 菓子パン(アンパン、ジャムパン) 回/w g/回
123 デニッシュ、ク口ワッサン 回/w g/回











201 11. めざし、丸干いわし 12. しらす干し 13. ししゃも 14.するめ、さきいか
21.あなご 22. あゆ 23. うなぎ 24. きす
31.あわび 32. さざえ
41. 1"、か 42. たこ 43. えび
51.うに 52.すじこ 53. たらこ 54. かずのこ
回/M g/回 回/M g/回
回/M g/回 回/M g/回
回/M g/回 回/M g/回





0 食品のとり方の変化 摂取量 *目標 *事指導クラス 備考多い普通少ない
1 米飯 l 2 3 
2 パン l 2 3 
3 めん類 l 2 3 
4 魚類総量 1 2 3 
5 魚介類でコレステロ}ルの多いもの 1 2 3 
6 肉類総量 1 2 3 
7 脂肪の多い肉 l 2 3 
8 レノf一、ホルモン 1 2 3 
9 肉加工品(ス士hZーセージ、) 1 2 3 
10 大旦製品総量 1 2 3 
11 味噌汁 1 2 3 
12 油脂類(揚げ物、妙めもの) l 2 3 
13 ドレッシング 1 2 3 
14 マヨネーズ 1 2 3 
15 マーガリン l 2 3 
16 バター(ヘット、ラード) 1 2 3 
17 卵(個数) 1 2 3 
18 乳製品一般(牛乳等) l 2 3 
19 高脂肪乳製品 1(万三ム) 1 2 3 
20 高脂肪乳製品n(;~二台IJ他) I 2 3 
21 高脂肪乳製品m(チー ズ) l 2 3 
22 緑黄色野菜 1 2 3 
23 淡色野菜 l 2 3 
24 芋類 1 2 3 
25 くだもの l 2 3 
26 脂肪の多い菓子 1 2 3 
27 その他の菓子 1 2 3 
28 砂糖 l 2 3 
29 +・と信K[:5ノa- ~ 1 2 3 




3 血圧 / nunHg 


































20 高脂肪乳製品質ク9-A，コー ト用他) 増えた不変減少





















月 日 ( ) 月 日 ( ) 月 日 ( ) 月 日 ( ) 
朝食 朝食 朝食 朝食
昼食 昼食 昼食 昼食
夕食 夕食 夕食 夕食





検査結果サマリー コピーを事務局へ(初回，1，2，4，6月後を郵便で) G116 
vl.02 
事業所テーマは口に、対象者のテーマはOにチェックして下さい。
口(0喫煙 .0高コレステロー jレ) 口(0喫煙 .0高血圧) 口(0高血圧 .0高コレステロール)
仁川)~ センター B 対象者E 男・女 才 身長 cm 
検査項目 へやースライン 初目指導 1月後 2月後 4月後 6月後
月 日 月 日 月日 月 日 月 日 月 日
1血清Tch . . 
2lHDL-chol . ー
3中性脂肪 . ー
41 y-GTP . . 
5体重
6血圧l / / / / / / 
7血圧2 / / / / / / 
8尿中Na濃度 . ー
9尿中K濃度 . . 
10 尿中Creat . . 
1 塩分排世量 ー . 

























1 D 14 
氏名 xx xx子
大育大測定結果 交交交
身長: 153.5 c m 
体重: 43.6 k g 肥満度: -19 % 
歩数: 3000 歩/日 運動状況: 優
検査結果 総コレステロール 227 mg/dl (軽度異常)
HDL-コレステロール 75 mg/dl (正常)
LDL-コレステロール 134 mg/dl 
中性脂肪 88 mg/dl (正常)
血圧 106/ 62 mmHg (正常範囲)















































































































19 高脂肪乳製品(アイスクリー ム) 。













a 摂取カロリー 1311 kcal 
b蛋白質 44g
c 糖 質 173 g 
d 脂 質 45 g 
e 飽和脂肪 13 g 
f 不飽和脂肪 16 g 
g 多価不飽和脂肪 12 g 
h コレステロール 198mg 
脂肪エネルギー% 31.0 % 
j PS比 0.89 
K 食物繊維(不溶性) 4g 
